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 抄録：道路巡回支援システムは，巡回現場の状況を電子的に記録することで道路巡回業

務を支援するシステムである．しかし，道路管理者からは，容易に端末上の地図を

更新する機能や道路管理データベースとの連携機能を追加してほしい等の改善要

望がある．本研究では，要望を解決するために，工事成果品として電子納品してい

る完成平面図および道路施設基本データを利用する新たな機能を道路巡回支援シ

ステムに追加した．また，道路巡回支援システムに追加した機能の実現性について

実験により確認した． 

 
 
 
 
 
 Abstract: The road-patrol management system supports road-patrol with recording the situation of the 

road. However, the road administrator needs improvement of easy update of the map date base on 
the terminal and cooperation of the road management data base. In this research, a new function to 
use a completion plan drawing and fundamental road facility property as electronic delivery was 
added to the road-patrol management system. We reports using completion plan drawing and 
fundamental road facility property for the road-patrol management system. 
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１．はじめに 

 

現在，国土交通省では道路工事完成図等作成要領に

従って，平成18年度から完成平面図および道路施設基

本データを，工事成果品として電子納品している．完

成平面図は，CAD図面情報として取得する1/500または1

/1,000の電子道路地図データである．また，道路施設

基本データは，道路管理データベース（以下，MICHI

という．）に利用するための道路管理施設の情報であ

る．完成平面図は，道路管理業務での利用を目的に道

路基盤地図情報に変換される．  

一方，道路管理業務における情報技術利用としては，

高度な携帯端末を利用した道路管理手法1)-2)や除雪機

械の位置情報を管理するシステム3)などが開発・導入

されつつある．国土交通省では，平常時における道路

巡回業務を効率化する手段として携帯端末を活用した

道路巡回支援システムを導入している．道路巡回支援

システムは，平成6年度に，中部地方整備局において「移

動電子端末装置開発の公募」プロジェクトとして着手

され，平成10年度に中部地方建設局管内の出張所で運

用が開始された4)．そして現在，北海道，東北，関東，

北陸，中部，中国，四国，九州，沖縄の地方整備局等

における約170の出張所等で利用されている． 

国土技術政策総合研究所では，工事成果品としての

情報を道路管理業務で活用する方法を提案するため，

現行の巡回業務と道路巡回支援システムの課題・問題

点を調査した5)．そして，道路工事完成図等の電子納

品情報を利用した道路巡回支援システムの情報更新方

法を確立させた．本研究では，道路巡回支援システム

を対象に，道路工事完成図等作成要領に従って電子納

品される完成平面図および道路施設基本データの利用

方法について提案した．また，提案した内容について， 
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道路巡回支援システムを改良して，実験により機能

確認をした内容について報告をする． 

 

 ２．道路工事完成図等について 

 

（１）道路工事完成図等作成要領の概要 

道路工事完成図等作成要領 6）では，共通仕様書（案） 

における完成図を定義し，工事区分ごとに必要な図面

内容について示すとともに，要領を適用して電子納品

を必須とする工事について規定している．図－１に要

領で取り扱う完成平面図と工事施設帳票の関係を示す． 

歩道歩道

完成平面図

工事施設帳票

 

道路施設基本データの作成

GISとの親和性の高いCAD図面の作成
車道

照明施設

植樹桝

側溝

道路標識

路面標示

 

 
 

完成図は，施工された公物の管理および以後の工事

の計画・設計等に利用することを目的に工事目的物の

完成形状を示した図面のことをいう．完成平面図は，

完成図のうちの平面図のみをさし，工事後の維持管理

段階における道路管理図や次回工事の発注図として利

用される．完成平面図のファイル形式は，図形データ

に任意の属性データを付与することができる SXF 

Ver.3.0 の仕様に準拠するものとし，図形データ等を

格納するファイルは P21 形式 ，属性データを格納す

るファイルは SAF 形式を標準としている．図－２に工

事完成平面図の例を示す． 

道路施設基本データとは，工事完成図書の電子納品

において，当該工事に関連する道路施設の諸元等を取

りまとめたものと定義している．要領では工事施設帳 

 

 

 

表－１ 電子納品対象となる道路管理施設 

図－１ 完成平面図と工事施設帳票の関係 

 

図－２ 工事完成平面図の例 
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 票と定義している．道路施設基本データは，所定の電

子データ形式として納められた施設帳票の電子納品成

果（CSV，JPG，XML 等）であり， MICHI の工種ごとの

道路管理施設データとなる．表－１に電子納品対象と

なる道路管理施設を示す． 

道路関連地物 

道路基本地物 
（２）道路基盤地図情報の概要 

道路基盤地図情報は，道路行政で用いる空間データ

のうち，車両や歩行者への各種サービスを実現する上

で必要となる共通性の高い基盤データであり，地理情

報標準第２版（JSGI2.0）の実用版といえる地理情報標

準プロファイル(JPGIS)に準拠し作成されている．図－

３に道路基盤地図情報の概念図を示す． 

 
道路支持地物 

 図－３ 道路基盤地図情報の概念図 

区画線

島
島

歩道部 歩道部

横断歩道距離標

車道部

植裁

道路中心線 停止線

歩道部

歩道部

区画線

歩道部

横断歩道

距離標

植裁

歩道部

歩道部

車道交差部

島

横断歩道橋

橋脚

自動車駐車場
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図－４ 道路基盤地図情報 
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道路基本地物は，道路の基本的な道路中心線，車道，

歩道や車道交差部等の連続的な道路面を表現する地物

から構成される．道路関連地物は，道路面または道路

構造物の上または内部に設置する停止線や区画線等か

ら構成される．道路支持地物は，道路の構造を支持し， 

機能を保つために設置する橋梁やトンネル等から構成

される．道路基盤地図情報は，GIS 等のシステムにお

ける大縮尺の道路地図情報として，各種データと重ね

合わせて利用することが可能となる 7）．図－４に道路

基盤地図情報を示す．現在，舗装工事等においては，

維持管理段階等で活用するデータとして，道路工事完

成図等作成要領に則った電子納品を実施している． 

 

３．道路巡回支援システムでの活用方法 

 

（１）道路巡回業務の現状 

道路巡回支援システムは，道路巡回車両に搭載する

道路巡回端末と，事務所出張所に設置される巡回サー

バと組合せて利用されている．図－５に道路巡回支援

システムの構成を示す． 

 

 
 

道路巡回支援システムは，巡回現場の状況を電子的

に記録できることが大きな特徴である．しかし，道路

管理者からは，機能が巡回日誌作成にとどまっている，

容易に端末上の地図を更新することができない，道路

管理データベースとの連携をしてほしい等の改善要望

もある．また,現在は平常時の巡回日誌自動作成にしか

利用していないが,災害発生時利用を考えた場合,現地

被災情報の効率的収集・発信が可能となり,迅速・的確

な災害対応に活用できることは明らかである．一方で,

災害対応のための情報システムとして「災害情報集約

システム」,「防災カルテ DB 活用システム」,「被災履

歴 DB システム」が開発されている．これらは,収集さ

れた災害情報を蓄積・管理・分析することを目的とし

たものである．巡回端末を災害情報収集端末として利

用することで,これらのシステムで扱う災害情報を遅

滞なく収集・入力することが可能となる． 

 

（２）新たなサービスの追加 

現場からの改善要望に答えるために，完成平面図を

利用した迅速な地図更新サービスと，道路施設基本デ

ータを利用した各種情報ガイダンスサービスを新たな

サービスとして提案した．道路巡回支援システムには，

道路工事完成図等の電子納品データによる電子地図デ

ータの更新機能とデータベース連携する機能を追加し

た．各種情報ガイダンスサービスは，将来の各種シス

テムやデータベース連携を視野に入れて機能を構築し

た． 

なお，新たなサービスを実現するために，現在利用

されている道路巡回支援システムの巡回サーバについ

てサーバ機能集約の改良を実施した．現在利用してい

る道路巡回支援システムは，出張所を一つの単位とし

てシステムを構成していた．新たに改良した道路巡回

支援システムは，ネットワークを利用して，各地方整

備局内に統合した巡回サーバを設置し，出張所にある

全ての巡回端末を接続できるようにした．これにより，

道路巡回業務による巡回日誌データは，地方整備局全

体での共有が可能となるとともに，ソフトウェアの更

新や巡回日誌データの管理などのメンテンナンス性を

向上させることができる．また，新たなサービスで提

案している他システムとの連携についても実現するこ

とが容易となる． 

 

４．新たなサービスの検証 
 

（１）迅速な地図更新サービス 

現行の道路巡回支援システムでは，「1/25,000 簡易

地図」（MapDKIV （株）インクリメントP）と，「1/500・

1/1,000 道路台帳附図」(独自作成)の地図データを利用

している．現場での位置把握という利用目的から，

「1/500・1/1,000 道路台帳附図」だけがあれば十分で

ある．しかし，道路巡回中は車両が走行しているため，

巡回の進捗把握等のニーズから，小縮尺地図も利用して

いる．迅速な地図更新サービスは， 道路平面図等管理

システムと巡回サーバが定期的にサーバ間通信をし，道

路巡回端末の1/500・1/1,000 道路台帳附図を自動更新

するものである．これにより，道路巡回端末では，常に

最新の地図を利用することが可能となる．図－６に地図

更新サービスの概要を示す． 
道路平面図管理システムに登録される完成平面図のフ

ァイル形式は，SXF形式である．しかし，現行の道路巡

回端末は，SVG形式の地図データに対応したGIS エンジ

ンを用いており，地図データ形式をSVG形式に変換する

巡回現場 

図－５ 道路巡回支援システムの構成 

プリンタ 巡回サーバ 

巡回日誌自動印刷 

巡回端末 

出張所巡回情報を 
サーバに取り込み 

巡回端末 
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必要がある．道路巡回端末では，巡回計画の読込み時に，

地図データを巡回サーバからダウンロードする．これにより，

更新された地図が巡回端末上に表示される． 

図データの有無を検索する．つぎに，該当する地図を

取得して，巡回端末に取り込む．この一連の動作を実

施する間，巡回端末にて最新データが表示されるまで

の操作状況について確認した．なお，本格運用時には，

サーバ間のデータ送受信は，SOAP 等のプロトコルによ

り自動化を考えている．現在は，道路平面図等管理シ

ステムのインターフェイスが未整備である．実験は，

「データ検索」，「データ取得」部分を主な検証項目

とした．道路巡回支援システムサーバ上に工事完成図

フォルダを設置し，更新された工事完成図の抽出，地

図データへの変換を実施した．また，データ作成につ

いては，中国地方整備局の道路管理出張所を対象とし

て実施した． 

 

道路巡回支援システム

【サーバ】

道路平面図等

管理システム

工事完成図

データ
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附図データ

巡回システム
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【サーバ】
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工事完成図

データ
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データ
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巡回システム
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巡回システム
附図データ
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保
存
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 図－６ 地図更新サービスの概要 
b）実験条件 

実験用データの準備は，更新状況を確認するため，

巡回システムで運用中の地図，更新用に変換した地図

データを準備し，巡回サーバ内のフォルダに保管する

ようにした．表－２に実験で使用した機器の一覧を示

す． 

a）実験方法 

 地図更新サービスは，動作状況の確認と課題の抽出

を目的として，開発したプログラムにより実運用に近

い環境を構築して実証実験した．実験における確認項

目は，工事完成図から道路基盤地図情報への変換時間，

更新された道路基盤地図情報の巡回サーバから巡回端

末へのデータダウンロード時間とした．実験における

評価項目は，更新データ数ごとの変換時間，巡回サー

バから巡回端末へ地図データを取込むのに要する時間

とした．最初に，巡回サーバから道路平面図等管理シ

ステムの地図サーバに対し，更新対象となる工事完成 

 

c）実験結果 

図－７に確認した地図画面を示す．表－３に計測結

果を示す．工事完成図としての完成平面図は，道路巡

回端末の地図データに変換されて，表示することを確

認できた． 

変更前（運用中）データ

変更用データ

変更済データ

※変更箇所を明
示するため、意
図的に中心をず
らしている。

変更前（運用中）データ

変更用データ

変更済データ

※変更箇所を明
示するため、意
図的に中心をず
らしている。

 
図－７ 確認した地図画面 
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機器 機種 仕様 

巡回サー

バ 

DELL 

OptiPlex 320 

OS：Windows Server 2003 

CPU：Pentium(R)4 531 

ﾒﾓﾘ：1GB 

巡回端末 Panasonic 

TOUGHBOOK 

CF-18 

OS：Windows XP Professional 

CPU:Pentium M 713 

ﾒﾓﾘ：512MB 

※機器の接続は有線 LAN による． 

 
評価項目 計測時間 

1 ファイル 65KB（svg 形式） １秒 データ変換時間 

10 ファイル 614KB（svg 形式） ３秒 

道路巡回端末へ

のダウンロード

所要時間 

１０分 

※１出張所当たり（18MB：zip 圧縮形式） 

※圧縮された地図データの解凍・上書き 

 

データ変換の所用時間は，数秒で実施することがで

きた．道路巡回端末へのダウンロード所要時間は，10

分を要した．しかし，工事完成図の更新頻度など運用

面を考慮すれば，更新時期を道路巡回端末に表示する

ことで，問題になる時間ではないと考えられる．地図

データの完全自動更新化については，道路平面図のデ

ータ化の条件設定や道路平面図等管理システムが運用

された段階で，関連するシステムインターフェースを

整備し，全体システムとして再構築する必要がある． 

 

（２）各種情報ガイダンスサービス 

各種情報ガイダンスサービスは，MICHI サーバに登

録されている情報をあらかじめ巡回端末に保存してお

き，音声案内等によって現場で参照できるようにする

ものである．また，災害発生時等において，優先的に

点検すべき場所を知らせ，行動をサポートすることを

可能とする．図－８に，各種情報ガイダンスサービス

の概要を示す． 
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巡回サーバは，定期的に MICHI システムに自動でア

クセスし，新規に更新された情報を検索・取得する．

道路巡回端末への読込みは，巡回計画の読込み時に実

施する．道路巡回端末では，該当する巡回コース上の

情報をアナウンスしたり検索したりする．読込んだ情

報は，道路巡回端末の電子地図上にポイントデータと

して表示され，ポイントをクリックすることにより，

情報内容を参照することができる． 
表－２ 実験で使用した機器の一覧 

各種情報ガイダンスは，外部データベースに登録され

ている情報のうち，道路巡回現場での参照ニーズが高い

情報を，あらかじめ巡回端末にコピーしておき，音声案内

によって現場で参照することができる．また，災害発生時

等において，「どこを優先的に点検すべきか」等，行動を

サポートするための情報を音声で通知するサービスも可

能となる．連携対象のデータベースは，情報ガイダンスサ

ービスの利用目的によって，通常の道路巡回時に必要な

情報と異常時巡回に判断をサポートするための情報に分

類することができる．表－４に参照すべき外部データベー

ス例を示す． 

表－３ 計測結果 

音声案内機能は，道路巡回支援システムにすでに

搭載されている．音声案内機能は，GPS 等の位置特

定機器の情報を参照し，巡回車両が音声案内の対象

となる情報が登録されている位置に接近すると，音

声で巡回者に通知する機能である．図－９に音声案

内機能の運用イメージを示す．現在の巡回支援シス

テムで音声案内できる情報は，防災カルテ位置と任

意に登録した箇所に割り当てた情報となっている．

現在の道路巡回支援システムでは，音声案内情報の

位置を距離標により定義している．今後は，様々な

外部データを参照するために，緯度・経度によって

情報項目の位置を定義することが必要となる． 
 

 
ガイダンスの 
利用目的 

参照すべき外部データベース 

通常の道路巡回中に，施

設の諸元情報，工事の情

報等を参照する必要が生

じた場合の情報提供 

・道路管理データベース（MICHI） 

・占用物件管理システム 

・工事管理システム 

・橋梁保全システム 

・舗装管理支援システム 

災害発生時に，緊急点

検・異常時巡回の必要性

判断をサポートするため

の情報提供 

・橋梁保全システム 

・空洞探査データベースシステム 

・被災履歴データベースシステム 

・防災カルテ DB 活用システム 

・震害予測システム 

表－４ 参照すべき外部データベース例 

500m

防災カルテ箇所

“あと500mで防災カ

ルテ対応箇所、岩石
崩壊周辺です。”

500m

防災カルテ箇所

図－８ 各種情報ガイダンスサービスの概要 

“あと500mで防災カ

ルテ対応箇所、岩石
崩壊周辺です。”

 図－９ 音声案内機能運用イメージ 
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 表－５ MICHI に登録されている工種一覧 

工種ID テーブル名 対象 備考 工種ID テーブル名 対象 備考
A010 A010管轄 D100 D100パイプカルバート基本
A020 A020敷地 D120 D120擁壁基本 ○
A030 A030地名 E010 E010防護柵基本
A040 A040地点 E020 E020照明基本
A050 A050用途地域 E030 E030反射式視線誘導
A060 A060騒音環境基準地域 E040 E040自光式視線誘導基本
A070 A070ＤＩＤ区域 E050 E050標識基本
A080 A080通学路指定区域 E060 E060情報板基本
B010 B010交通規制 E070 E070交通遮断機基本
B020 B020交通現況 E080 E080ＩＴＶ基本
B030 B030規制区間 E090 E090車両感知器基本
C010 C010路線道路現況 E100 E100車両計測基本
C020 C020縦断勾配 E110 E110気象観測基本
C030 C030平面線形基本 E120 E120災害予知装置基本
C040 C040幅員構成 E130 E130自動車駐車場基本
C050 C050舗装基本 E140 E140自転車駐車場基本
C060 C060道路交差点本線 E150 E150雪崩防止基本
C070 C070鉄道交差点基本 E160 E160落石防止基本 ○
C080 C080歩道自歩道 E170 E170消雪パイプ基本
C090 C090独立専用自歩道 E180 E180ロードヒーティング基本
C100 C100中央帯 E190 E190除雪ＳＴ基本
C110 C110環境施設帯 E200 E200防災備蓄基本
D010 D010橋梁基本 ○ E210 E210共同溝基本
D020 D020橋側歩道橋基本 ○ E220 E220ＣＡＢ電線共同溝基本
D030 D030横断歩道橋基本 ○ E230 E230植栽基本
D040 D040トンネル基本 ○ E240 E240遮音施設基本
D050 D050洞門基本 E250 E250遮光フェンス基本
D060 D060スノーシェッド基本 E260 E260距離標
D070 D070地下横断歩道基本 ○ E270 E270流雪溝
D080 D080道路ＢＯＸ基本 ○ E330 E330光ケーブル基本
D090 D090横断ＢＯＸ基本 E350 E350ビーコン基本

 

 表－６ 橋梁基本における利用したデータ項目 
NO. 項目名 属性 桁数 単位 入力 対象 NO. 項目名 属性 桁数 単位 入力 対象 NO. 項目名 属性 桁数 単位 入力 対象

全体 小数 項目 全体 小数 項目 全体 小数 項目
1 地建Ｃ コード 2 ○ 55 踏掛版有無Ｃ コード 1 ○ 109 橋梁接続起点側市区町村Ｃ コード 5 ○
2 事務所Ｃ コード 2 ○ 56 踏掛版有無 日本語 4 ○ 110 橋梁接続起点側市区町村 日本語 40
3 出張所Ｃ コード 2 ○ 57 点検施設Ｃ コード 1 ○ 111 橋梁接続起点側検査数字 文字 1 ○
4 路線 文字 4 ○ 58 点検施設 日本語 14 ○ 112 橋梁接続起点側橋梁種別Ｃ コード 1 ○
5 現旧区分Ｃ コード 1 ○ 59 排水施設Ｃ コード 1 ○ 113 橋梁接続起点側橋梁種別 日本語 6
6 整理番号１ 文字 8 ○ 60 排水施設 日本語 12 ○ 114 橋梁接続起点側事務所 文字 2 ○
7 整理番号２ 文字 4 ○ 61 床版防水種別Ｃ コード 1 ○ 115 橋梁接続起点側出張所 文字 2 ○
8 整理番号３ 文字 4 ○ 62 床版防水種別 日本語 8 ○ 116 橋梁接続起点側橋梁コード 文字 4 ○
9 地建 日本語 22 63 床版防水範囲Ｃ コード 1 ○ 117 橋梁接続起点側分割番号 文字 1 ○
10 事務所 日本語 22 64 床版防水範囲 日本語 14 ○ 118 橋梁接続終点側市区町村Ｃ コード 5 ○
11 出張所 日本語 22 65 床版防水面積 数値 6 1 ｍ２ ○ 119 橋梁接続終点側市区町村 日本語 40
12 補助番号 文字 2 ○ 66 上部工工費 数値 6 0 百万円 ○ 120 橋梁接続終点側検査数字 文字 1 ○
13 現旧区分 日本語 4 67 下部工工費 数値 6 0 百万円 ○ 121 橋梁接続終点側橋梁種別Ｃ コード 1 ○
14 橋梁コード 文字 4 ○ 68 水平震度 数値 3 2 ○ 122 橋梁接続終点側橋梁種別 日本語 6
15 分割区分Ｃ コード 1 ○ 69 設計活荷重Ｃ コード 2 ○ 123 橋梁接続終点側事務所 文字 2 ○
16 分割区分 日本語 22 70 設計活荷重 日本語 18 124 橋梁接続終点側出張所 文字 2 ○
17 調製年月日 数値 8 0 ○ 71 特殊荷重１Ｃ コード 1 ○ 125 橋梁接続終点側橋梁コード 文字 4 ○
18 改訂年月日 数値 8 0 ○ 72 特殊荷重１ 日本語 14 126 橋梁接続終点側分割番号 文字 1 ○
19 施設完成年度 数値 3 0 ○ 73 特殊荷重２Ｃ コード 1 ○ 127 塩害地域区分Ｃ コード 2 ○
20 施設改修年度 数値 3 0 ○ 74 特殊荷重２ 日本語 14 128 塩害地域区分 日本語 10
21 名称 日本語 20 ○ ○ 75 特殊荷重３Ｃ コード 1 ○ 129 塩害地域距離 数値 3 1 ｋｍ ○
22 橋梁種別Ｃ コード 1 ○ 76 特殊荷重３ 日本語 14 130 凍結防止剤散布回数Ｃ コード 1 ○
23 橋梁種別 日本語 6 ○ 77 特殊荷重４Ｃ コード 1 ○ 131 凍結防止剤散布回数 日本語 24
24 橋梁区分Ｃ コード 1 ○ 78 特殊荷重４ 日本語 14 132 照明有無Ｃ コード 1 ○
25 橋梁区分 日本語 8 ○ 79 特殊荷重５Ｃ コード 1 ○ 133 照明有無 日本語 4
26 架設竣工年 数値 4 0 ○ 80 特殊荷重５ 日本語 14 134 照明種別Ｃ コード 1 ○
27 等級Ｃ コード 1 ○ 81 特殊荷重６Ｃ コード 1 ○ 135 照明種別 日本語 12 ○
28 等級 日本語 6 ○ 82 特殊荷重６ 日本語 14 136 基数 数値 3 0 ○
29 適用示方書Ｃ コード 2 ○ 83 主桁トラス基本耐荷力 数値 3 1 ｔ ○ 137 灯数 数値 3 0 ○
30 適用示方書 日本語 34 84 トラスその他基本耐荷力 数値 3 1 ｔ ○ 138 舗装種別Ｃ コード 1 ○
31 総径間数 数値 3 0 ○ ○ 85 床版基本耐荷力 数値 3 1 ｔ ○ 139 舗装種別 日本語 14 ○
32 歩道添架Ｃ コード 1 ○ 86 縦桁横桁基本耐荷力 数値 3 1 ｔ ○ 140 舗装上層粒度Ｃ コード 2 ○
33 歩道添架 日本語 4 ○ 87 通行制限Ｃ コード 1 ○ 141 舗装上層粒度 日本語 32
34 昇降形式Ｃ コード 1 ○ 88 通行制限 日本語 14 ○ 142 舗装上層種類Ｃ コード 1 ○
35 昇降形式 日本語 10 ○ 89 荷重制限 数値 3 1 ｔ ○ ○ 143 舗装上層種類 日本語 22
36 事業区分Ｃ コード 1 ○ 90 制限高さ 数値 3 1 ｍ ○ ○ 144 舗装上層厚 数値 3 1 ｃｍ ○
37 事業区分 日本語 8 91 制限幅 数値 3 1 ｍ ○ ○ 145 舗装下層粒度Ｃ コード 2 ○
38 路線名称 日本語 20 ○ ○ 92 迂回路有無Ｃ コード 1 ○ 146 舗装下層粒度 日本語 32
39 百米標自 数値 4 1 ｋｍ ○ ○ 93 迂回路有無 日本語 4 ○ 147 舗装下層種類Ｃ コード 1 ○
40 距離自 数値 4 0 ｍ ○ ○ 94 交通現況Ｃ コード 1 ○ 148 舗装下層種類 日本語 22
41 百米標至 数値 4 1 ｋｍ ○ ○ 95 交通現況 日本語 38 149 舗装下層厚 数値 3 1 ｃｍ ○
42 距離至 数値 4 0 ｍ ○ ○ 96 上部工分離橋脚一体別Ｃ コード 1 ○ 150 舗装面積 数値 6 1 ｍ２ ○
43 橋長 数値 6 2 ｍ ○ ○ 97 上部工分離橋脚一体別 日本語 12 151 消雪パイプ有無Ｃ コード 1 ○
44 橋面積 数値 6 1 ｍ２ ○ 98 起点側市区町村Ｃ コード 5 ○ 152 消雪パイプ有無 日本語 4 ○
45 平面形状Ｃ コード 1 ○ 99 起点側市区町村 日本語 40 153 ロードヒート有無Ｃ コード 1 ○
46 平面形状 日本語 14 100 起点側検査数字 文字 1 ○ 154 ロードヒート有無 日本語 4 ○
47 最小半径 数値 5 1 ｍ ○ 101 起点側所在地 日本語 60 ○ 155 初期登録日付 数値 8 0
48 縦断勾配 数値 5 3 ％ ○ 102 終点側市区町村Ｃ コード 5 ○ 156 修正日付 数値 8 0
49 落下物防止柵高さ 数値 3 2 ｍ ○ ○ 103 終点側市区町村 日本語 40 157 エラー有無フラグ 文字 1
50 落下物防止柵延長 数値 5 2 ｍ ○ ○ 104 終点側検査数字 文字 1 ○ 158 予備１ 文字 20 △
51 遮音壁有無Ｃ コード 1 ○ 105 終点側所在地 日本語 60 ○ 159 予備２ 文字 20 △
52 遮音壁有無 日本語 4 ○ 106 他域橋長 数値 6 2 ｍ ○ 160 予備３ 文字 20 △
53 遮光壁有無Ｃ コード 1 ○ 107 起終点区分Ｃ コード 1 ○ 161 予備４ 文字 20 △
54 遮光壁有無 日本語 4 ○ 108 起終点区分 日本語 6 162 予備５ 文字 20 △
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a）実験方法 

 実験では，出張所における施設単位での取り込みに

要する時間，取り込んだデータを巡回現場で参照する

際に要する時間，道路巡回端末上での MICHI データ参

照の使い勝手について確認した．出張所単位における

施設ごとでの取込みに要する時間は，MICHI サーバか

ら道路巡回支援システムサーバ，道路巡回支援システ

ムサーバから道路巡回端末の双方を計測する．なお，

データ項目については，路線，施設を限定した．取込

んだデータを巡回現場で参照する際に要する時間は，

ダウンロードしたデータを道路巡回端末で読込むのに

要する時間を評価した．道路巡回端末の画面上で 

MICHI データおよび重点点検箇所参照の使い勝手は，

参照されるデータ項目の使い勝手について評価した． 

 道路巡回支援システムサーバと MICHI サーバとの間

でサーバ間通信をし，道路管理施設データを巡回サー

バに取込む．さらに，道路巡回支援システムから，あ

る巡回コースに該当する道路管理施設データを道路巡

回端末にダウンロードし，現地で音声案内機能を動作

させることと，重点点検箇所一覧から地図検索を行い，

周辺の施設諸元データを検索表示することについて確

認する． 

 

b）実験条件 

 実験は，MICHI における対象工種および利用するデ

ータ項目を限定した．道路巡回支援システムに利用す

る対象工種は，通常および夜間巡回が原則として巡回

車両の中からの目視確認であり道路管理施設データを

逐次確認することは困難なことと，定期巡回において

原則として年一回以上の徒歩による構造物等の状況を

把握することが義務づけられていることから，道路巡

回要領の定期巡回に定める施設を設定した．対象工種

は，橋梁，トンネル，立体横断施設，擁壁，土工法面

（落石防止）とした．表－５に MICHI に登録されてい

る工種一覧を示す． 

対象データ項目は，巡回担当者が対象工種の道路施

設概要を迅速に把握するために，原則として構造形式，

付帯設備の有無や種類等の基本諸元のみとした．なお，

補修履歴等の詳細については，現場での閲覧時の情報

量の増大，情報鮮度の問題（更新サイクルが年２回）， 

現場活用の頻度が少ないため対象外とした．また，現

場担当者の知識を問わず，現場で確認ができる設置数

などについても対象外とした．表－６に一例として橋

梁基本における利用したデータ項目を示す．データ条

件は，対象データベースごとに設定した．道路管理施

設データは，対象工種の対象データ項目について

MICHI インターフェイスで取得可能なデータを対象と

した．道路巡回端末の地図に表示するマーク位置につ

いては，道路管理施設データの緯度・経度をデータ取

得時に日本測地系から世界測地系に変換している．重

点点検箇所データは，指定した様式として CSV 形式で

入力した．表－７に実験で使用した機器の一覧を示す． 

 
機器 機種 仕様 

道路施設

DBS 

DELL 

OptiPlex 

GX400 

OS：Windows 2000 SP4 

CPU：Pentium(R)4 1700MHz 

ﾒﾓﾘ：800MB 

巡回サー

バ 

DELL 

OptiPlex 320

OS：Windows Server 2003 

CPU：Pentium(R)4 3.0GHZ 

ﾒﾓﾘ：1GB 

巡回端末 Panasonic 

TOUGHBOOK 

CF-18 

OS：Windows XP Professional 

CPU:Pentium M 713 

ﾒﾓﾘ：512MB 

表－７ 実験で使用した機器の一覧 

※機器の接続は有線 LAN による． 

c）実験結果 

MICHI の道路管理施設データおよび重点点検箇所の

情報について，道路巡回端末における表示状況と操作

性について確認した．道路巡回端末の画面上に MICHI

の道路管理施設データと重点点検箇所を表示することが

できた．図－10に道路管理施設データの情報表示画面を

示す．図－11 重点点検箇所の情報表示画面を示す．表

－８に所要時間の計測結果を示す． 

道路管理施設データの道路巡回支援システムへの読

込においては，読込時間に工種ごとの施設数が関連し

てくることがわかった．ここで，サーバへの CSV デー

タ出力については，最大で 30 秒程度であり，道路管理

施設データの更新頻度を考慮すると，運用上は問題に

はならないと考えられる．巡回サーバから巡回端末へ

の読込については，CSV ファイルのコピーのためファ

イル容量自体は大きくないから，３秒程度での読込が

可能であった． 

 

 

 図－10 道路管理施設データの情報表示画面 

 

 

  
- 124 -



 

 
 

 

５秒重点点検箇所（50件）

１８０秒
道路施設情報
（８工種全て）

巡回端末取り込んだデー
タを巡回現場で
参照する際に要
する時間

３秒
巡回サーバ
→巡回端末

６～３０秒８工種全て

１０秒1000まで

９秒500まで

７秒120まで

４秒100まで

３秒70まで

２秒40まで

１秒30まで道路施設管
理DBS →
巡回サーバ

１出張所単位に
おける施設単位
での取り込みに
要する時間

時間施設数（１工種当たり）

計測時間（１出張所当たり）機器評価項目

５秒重点点検箇所（50件）

１８０秒
道路施設情報
（８工種全て）

巡回端末取り込んだデー
タを巡回現場で
参照する際に要
する時間

３秒
巡回サーバ
→巡回端末

６～３０秒８工種全て

１０秒1000まで

９秒500まで

７秒120まで

４秒100まで

３秒70まで

２秒40まで

１秒30まで道路施設管
理DBS →
巡回サーバ

１出張所単位に
おける施設単位
での取り込みに
要する時間

時間施設数（１工種当たり）

計測時間（１出張所当たり）機器評価項目

 

  

ただし，巡回端末の画面上で道路管理施設データを

表示させる場合には，全工種を選択すると３分ほど要

するため，現場利用では問題になる可能性がある．ま

た，登録している情報を全て地図上に表示した場合，

管理路線上をマークが占めてしまい地図が見にくくな

る．さらに，位置が重複する場合には，詳細表示のた

めのマーク選択がしづらくなった．本運用に向けては，

表示対象施設の制約や表示範囲の制限，道路管理施設

データの詳細表示項目の精査による情報項目を削減す

ることで，操作を改善する必要がある．あわせて，マ

ーク重複時の情報をポップアップするなどして，選択

操作性を向上させて，動作状況を改善することが必要

となる． 

現在は，実験結果からシステム設計を見直し，道路

管理施設データを表示させるのに要する時間は，巡回

端末の画面上でさらに 1/5 程度に短縮することを確認

している． 

 

 ５．考察 

 

道路工事完成図等で納品される完成平面図および道

路施設基本データの利用方法を道路巡回支援システム

への適応について確認することができた．開発したシ

ステムは，道路巡回車両以外の除雪機械車両や道路維

持管理車両についても，作業用のアシスト機能やガイ

ダンス機能を新たに開発することで，道路工事完成図

の利用が可能となる．また，災害対策車両としての排

水ポンプ車や照明車にも道路巡回支援システムを導入

して，現場への移動状況や稼働状況などを報告し，確

認する手段として利用することもできると考えている． 

 今後は，現場で入力した情報，収集した巡回日誌デ

ータや施設検索履歴データ等の情報活用について考え

る必要がある．今までの道路巡回作業は，出張所とい

う単位で巡回日誌による情報管理をおこなっていた．

履歴情報が電子化をされているので，作業内容につい

ての報告を事務所単位で共有化することができる．こ

のために，情報共有プラットフォームを開発し，情報

管理の方法や判断を促すための評価手法について検証

することも必要である．また，取得した情報が，技術

的な判断材料として十分な情報項目があるかを再度検

証することも必要となる．さらに，情報共有するため

には，緯度・経度情報に関連させた情報管理も必要に

なると考えている． 

そして，道路管理業務における情報活用する上で，

判断プロセスも集約することが重要になってくる．判

断に必要な情報と判断結果を集約することで，作業ノ

ウハウを明確化することができればと思う．作業効率

を向上させるために，施設データの検索頻度や参照回

数などを収集する仕組みも必要だと考える． 

さらに，通信基盤を利用することで，現場状況報告

や作業状況をリアルタイムで共有することができる．

リアルタイムで情報共有をすれば，道路管理業務の利

便性はさらに上がると考える．ただし，通信の不感地

帯や災害時などでも，通信網を確保できることが必要

である．通信網の確保は，情報伝達をするための重要

な基盤であり，安定した通信網の確保は今後の課題と

なる． 

最後に，各種情報ガイダンスサービスを充実させる

ためには，さらにデータベース連携を進める必要ある．

データベース連携には，サーバ連携技術である SOAP

電文データ（XML 形式のメッセージ）を統一的に管理

する必要がある．すなわち,交換する XML データの標準

化が必要となってくると考える．このような技術面や

運用面の課題解決方法を検討の上,技術仕様をまとめ

ていくことが必要となる． 

 

図－11 重点点検箇所の情報表示画面 

表－８ 所要時間の計測結果 
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６．おわりに 

 

国土交通省で管理している国道データの完成平面図

データは，今後の電子納品によって順次集められてい

く予定である．電子納品によってデータが蓄積されれ

ば，例えば舗装の打ち換え工事を行ったときに，以前

に納品された完成平面図データを更新することが可能

となってくる．また，車両を利用した道路管理サービ

スを想定した場合，道路基盤地図情報の正確性，鮮度

が重要となってくる．完成平面図データの更新は，現

地の変更点を完成平面図に正確に反映させることが重

要である．道路基盤地図情報は，完成平面図の精度に

依存しているが，工事の図面をつなぎ合わせるために

必要な道路基準点の座標管理も重要となる．道路基盤

地図情報として正確性・鮮度の高いものが徐々に流通

し，全国の道路基盤地図情報が普及することで情報利

用が活発になればと思う． 

最後に，道路基盤地図情報に関係づけた道路管理の

データを利用し，評価・解析を加えることで道路管理

に対して，新たな知見を得られるようになればと思う．

そして，道路管理において，技術者がより的確な判断

を行うことができる質の良い情報を流通させる方法に

ついて提案していきたい． 

 
謝辞：本論文の作成にあたり，（財）道路保全技術
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